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1 国立国会図書館月報 692号 2018.12

沢 﨑 京 子

てのひらサイズの『源氏物語』
―江戸時代の知育玩具

国立国会図書館の蔵書から

　

て
の
ひ
ら
に
す
っ
ぽ
り
収
ま
る
よ
う
な
『
源
氏

物
語
』の
小
型
本
。題だ

い

簽せ
ん（
書
籍
の
表
紙
に
題
名
な

ど
を
記
し
て
は
る
紙
片
ま
た
は
布
片
）に
は「
若
紫　

末
つ
む
花　

三
」
の
よ
う
に
各
帖
の
名
と
何
冊
目

で
あ
る
か
が
記
さ
れ
て
お
り
、
2
帖
分
の
内
容
を

1
冊
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。『
源

氏
物
語
』全
54
帖
で
27
冊
、そ
れ
に
大
意
・
目
録
の

巻
1
冊
を
加
え
て
全
28
冊
。
草
花
を
描
い
た
小
さ

な
桐
箱
に
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
雛
様
の
道
具
を
思
わ
せ
る
愛
ら
し
い
見
た
目

に
対
し
て
、
中
身
は
な
か
な
か
に
充
実
し
て
い
ま

す
。
大
意
・
目
録
の
巻
に
載
っ
て
い
る
「
源
氏
物

語
大
意
」
は
、『
源
氏
物
語
』
の
意
義
を
道
徳
的

な
教
え
に
寄
せ
て
説
い
た
も
の
で
、
語
彙
の
共
通

今 月 の 一 冊

源氏物語
皇都［京都］：吉田善五郎, 寛延 2 ［1749］　28冊；6.9×4.8cm
彩色木箱付属
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2610271

この資料は「開館70周年記念展示　本の玉手
箱―国立国会図書館70年の歴史と蔵書―」で
展示しています。

【東京】終了　【関西】～12月22日（土）
※日・祝・第三水曜休館
詳しくは本誌 2018年9/10月号をご覧ください。

（原寸大）
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（右）「花散里　須磨　六」の口絵（上）第31帖真木柱の和歌「今はとて
宿かれぬともなれきつるまきのはしらよ我をわするな」

おりは（折り葉、または下り端とも）は、片側12区画ずつ合計24の区画にコマを展開する通
常の盤すごろくに対して、半分の片側6区画ずつ計12区画を使用する子供向けの簡単なルール。
上は鶴見大学所蔵本に付属する紙に記されたすごろく盤の図を簡略化したもの。

一

一

二 三 四 五

五

六

六四三二
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1　三条西家により成立。
2　組香の一種で、5包の香を比べて同香か別香かを判定するもの。52 通りの組
み合わせがあり、『源氏物語』54 帖のうち最初の「桐壷」と最後の「夢浮橋」を
除いた各帖の名がつけられている。5 本の縦線がそれぞれの包を示し、同じ香り
は上部を横線でつなぐ。
3　花山院長親の著とされる。室町時代初期の成立。連歌師のために和歌を中心
として『源氏物語』を梗概化したもので、簡便さが歓迎されて梗概書の中でももっ
とも普及し、江戸時代には数種類の版本が出された。
○参考文献
関忠夫 編「遊戯具」『日本の美術』32号　ぎょうせい　1968.12＜請求記号Z11-195＞
吉田幸一「豆本　源氏物語」『源氏物語　伏見天皇本影印』14　[ 紫式部 著 ] 吉
田幸一 編　古典文庫　1995.1＜請求記号 KG58-E23＞
中野幸一『源氏物語の享受資料　調査と発掘』武蔵野書院　1997.11＜請求記号
KG59-G60＞
鶴見大学図書館 [ 編 ]『和歌と物語　鶴見大学図書館蔵貴重書 80 選　学校法
人総持学園創立80 周年記念展示　鶴見大学蔵貴重書展解説図録』鶴見大学　
2004.10＜請求記号 UP72-H27＞

箱のふた裏に出版者の広告が貼られてお
り、それによると絵入りの桐箱に入ったも
のはいわば並製で、「黒ぬり箱入」の豪華
版があったらしい。早稲田大学図書館蔵
本には黒漆塗りの箱が付属しているもの
があり、早稲田大学の「古典籍総合データ
ベース」で画像を見ることができる（http://
www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/
bunko30/bunko30_a0015/index.html）。

性
か
ら
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
『
明
星
抄（

１
）』 

の

影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。『
源
氏
物
語
』
本

文
に
あ
た
る
27
冊
は
、
冒
頭
を
源
氏
香（

２
）の
図
を
入

れ
た
口
絵
が
飾
り
、
続
け
て
『
源
氏
小
鏡（

３
）』
等
の

梗
概
書
（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
）
を
踏
ま
え
て
各
帖
の

名
の
由
来
、
あ
ら
す
じ
を
述
べ
て
い
ま
す
が
、
登

場
人
物
の
年
齢
や
官
位
等
が
い
ち
い
ち
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
物
語
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
の
助

け
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
各
帖
で
詠
ま
れ
た

和
歌
を
必
ず
一
首
引
い
て
解
説
を
加
え
て
い
る
の

も
和
歌
を
中
心
と
し
た
梗
概
書
で
あ
る
『
源
氏
小

鏡
』
等
を
踏
襲
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
限

ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
和
歌
の
部
分
は
散
ら
し

書
き
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
手
習
い
の
手
本
に
し

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
資
料
は
お
そ
ら
く
女
子
の
教
養

を
目
的
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す

が
、
本
と
し
て
読
む
以
外
の
利
用
方
法
も
工
夫
さ

れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
、
鶴
見
大
学
図
書
館
の

所
蔵
本
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
鶴
見
大

学
図
書
館
本
に
は
本
体
と
箱
の
他
に
す
ご
ろ
く
盤

が
印
刷
さ
れ
た
紙
1
枚
が
付
属
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
い
う
す
ご
ろ
く
は
、
サ
イ
コ
ロ
の
目
に
従
っ

て
紙
上
に
描
か
れ
た
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
い
く
絵

す
ご
ろ
く
で
は
な
く
、
二
人
で
対
戦
す
る
盤
上
遊

戯
で
す
。
す
ご
ろ
く
盤
と
一
緒
に
刷
ら
れ
た
遊
び

方
ガ
イ
ド
（「
源
氏
双
六
う
ち
や
う
の
事
」「
か
ち

ま
け
の
事
」）
に
は
、「
お
り
は
」
と
い
う
簡
略
版

の
ル
ー
ル
（
右
ペ
ー
ジ
下
図
参
照
）
を
用
い
、
本

を
コ
マ
と
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
書
い
て
あ
り
ま

す
。
本
は
表
紙
を
伏
せ
て
手
元
に
置
き
、
サ
イ
コ

ロ
の
出
目
に
従
っ
て
盤
上
に
コ
マ
（
本
）
を
展
開
、

さ
ら
に
出
目
に
従
っ
て
相
手
の
コ
マ（
本
）を
取
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
こ
ま
で
は
通
常
の
「
お
り
は
」

の
ル
ー
ル
で
す
が
、
最
後
に
お
互
い
に
取
っ
た
本

を
表
に
か
え
し
て
題
簽
に
記
さ
れ
た
冊
数
の
数
字

を
合
計
し
、
多
い
方
が
勝
ち
、
と
い
う
遊
び
方
は

通
常
の
「
お
り
は
」
か
ら
は
一
ひ
ね
り
し
た
も
の

で
、
題
簽
を
利
用
す
る
と
こ
ろ
な
ど
よ
く
考
え
ら

れ
た
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

楽
し
く
遊
ぶ
う
ち
に『
源
氏
物
語
』各
帖
の
あ
ら

す
じ
や
和
歌
の
知
識
が
身
に
付
く
、現
在
で
い
う

知
育
玩
具
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。こ
の
小
さ
な
本
の
中
に
は
江
戸
時
代
の
ひ
と

び
と
の『
源
氏
物
語
』の
世
界
に
寄
せ
る
思
い
と
女

子
教
育
へ
の
熱
意
が
ぎ
ゅ
っ
と
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。



4国立国会図書館月報 692号 2018.12

6 月 5日は国立国会図書館の開館記念日です。1948 年 6月 5日

に赤坂離宮で開館しました。その日からちょうど 70年目にあた

る 2018 年の 6月 5日には、どんなことがあったでしょうか。特

別でもあり、また、ごく普通でもあった一日を、写真で追ってみ

ました。

利用者入口を開門します。

東京本館

7 0 年目
の一日

本館のカウンター。
9:30 の開館を待っています。
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国際子ども図書館

関西館

カフェの準備風景。

新館 1 階喫茶。モーニングメニューの見本を準備。

端末の埃を掃除します。

上野公園の中の看板。
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郵便物、届いた雑誌等を仕分けします。

新聞資料室では、届いた新聞を綴じ込みます。

開場前の本のミュージアム。

東京本館との連絡便。

国際子ども図書館
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7 0 年目
の一日

火曜日定例の課長会議。

取次会社経由で図書等が届きます。

早朝からの閲覧スペースの清掃を終え、
事務スペースの清掃を始めます。

東京本館からの取寄せ資料の
梱包はずし作業。

東京本館

関西館
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モンゴル国国家大会議副議長御一行。羽入館長と
懇談された後、東京本館を見学し、新館書庫の光
庭で記念撮影。

政治議会調査室・課。国会議員からの依頼に応じて調査を行います。
一つの調査が終わった後、休む間もなく、次の調査に取り組みます。

国内資料課。書誌データ作成前に、
資料を大まかな種類ごとに分けます。

資料情報課。書庫出納と電話レファレンスの待機中。

アーチ棟の書庫。

東京本館

国際子ども図書館
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7 0 年目
の一日

本館 6 階食堂の日替わり定食の一つ、チキン南蛮。

上：中央制御室で日々、設備の状態を監視しています。
下：設備日常巡視点検。

書庫棟の工事が着 と々進んでいます。

東京本館

関西館
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7 0 年目
の一日

上：アジア言語資料の整理作業。
右上：隠し印をおします。

自動書庫。請求があった資料は、
コンピューターによってコンテナ単位で呼び出されます。

関西館
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ガイドツアー。火曜日と木曜日の
14:00 から定例で行っています。

古典籍資料の出納。
貴重書は桐箱に入れて運びます。

資料保存課。
右は、古い雑
誌の付録を補
修しています。

東京本館

国際子ども図書館



12国立国会図書館月報 692号 2018.12

上：遠隔複写の申込みがあったマイクロフィルムの
プリントアウト風景。
左上：複写製品についての連絡に使用するハンコ類。

電話レファレンスに対応中。

開館記念日に、勤続 20 年と35 年の
表彰を行います。下は勤続 35 年の
被表彰者と館長・副館長。

電話交換。夕方になると少し落ち着いてきます。

関西館
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7 0 年目
の一日

雑誌の書庫。利用が終わった雑誌が次 と々返却されてきます。

子どものへや。
閉館後、排架整頓を行います。

アーチ棟は屋根に太陽光発電設備があり、
グラフで発電状況がわかるようになっています。

東京本館

国際子ども図書館
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本館西口防災センター。

＜写真撮影＞　
東京本館：総務課編集係

（モンゴル国国家大会議副議長御一行：支部図書館・協力課）、
関西館：雨宮美穂、国際子ども図書館：河上健二

＜参考＞
『Nagano Inc. : 株式会社ナガノ創業 100 周年記念写真集』

池田晶紀、川瀬一絵 写真　ビドー　2016.3
請求記号：DH22-L895

閉館後の談話スペース。

東京本館

国際子ども図書館

関西館



未来を読めたかな？
国立国会図書館（NDL）の開館 70年目の年が終わ

ろうとしています。70周年の標語は「過去を読み、

未来を読む。」でした。「未来を読む」は、NDLが収集・

保存する資料が未来においても「読める」ことと、

提供する情報・サービスが未来を「読める」こと

を意味していましたが、NDL 自身の未来は「読め」

ているでしょうか。

30年前の本誌（1988年1月号）には「明日を語る」

と題して、当時の若手職員が未来を予測した（＝

読んだ）記事が掲載されていました。はたしてそ

の予測は当たったのか！？　特徴的なコメントを

執筆した 5人に、当時のこと、この 30 年の変化、

そしてこれからの NDL について聞きました。(「明
日を語る」の掲載順）

また、70年目の今年にNDL職員となった8人にも、

未来を読んでもらいました。

電子図書館がはしりだった 30年前から、人工知能

が研究されている現在を経て、これから、NDL は、

図書館は、情報のあり方はどのように変化するの

でしょうか。

過去を読み、未来を読む。
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―
こ
の
と
き
は
な
ん
と
１
年
目
な
ん
で
す
ね
。

生
意
気
で
し
た
ね
え
。
雑
誌
課
で
洋
雑
誌

の
製
本
の
準
備
と
か
を
し
て
ま
し
た
。
怖

い
も
の
知
ら
ず
。仕
事
は
で
き
な
い
け
ど
、

文
句
ば
っ
か
り
言
っ
て
い
た
。
思
い
出
す

だ
け
で
恥
ず
か
し
い
。

―
当
時
、「
電
子
図
書
館
」
が
は
し
り
だ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
が
、
館
内
の
雰
囲
気
は
ど
う
で
し
た

か
？

入
館
前
に
『
紙
か
ら
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
へ
』（
Ｆ
．
Ｗ
．
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
著　

１
９
８
７
）
を
読
ん
で
ま
し
た
。
当
時
、

よ
う
や
く
館
外
で
こ
う
い
う
意
見
が
出
て

き
た
頃
。
示
唆
に
富
ん
だ
本
で
し
た
。
で

も
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
で
は
ほ
と
ん
ど
パ
ソ
コ
ン
が

な
く
て
、
パ
ソ
コ
ン
が
設
置
さ
れ
た
ら

ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
ぐ
ら
い
。
心
理
的
な
抵

抗
も
大
き
か
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は

変
人
が
使
う
も
の
。「
あ
い
つ
ら
遊
ん
で

る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
」「
端
末
の
前
で
腕

組
ん
で
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
」
と
か
言
わ

れ
る
よ
う
な
時
代
で
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
第
一
義
的

に
考
え
な
く
て
よ
い
も
の
と
い
う
考
え

が
、
か
な
り
最
近
ま
で
続
い
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
道
具
と
し
て
の
価
値
は
認
め
て

い
る
け
ど
、
ラ
ン
ク
は
下
と
い
う
。

―
そ
ん
な
中
、
１
９
９
１
年
か
ら
１
９
９
４
年
ま

で
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の
国
立
情
報
学
研

究
所
）
に
出
向
さ
れ
ま
し
た
。

目
録
情
報
課
と
い
う
と
こ
ろ
で
雑
誌
の
目

録
を
取
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
開
発
も
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
今
の
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ-

Ｃ
Ａ
Ｔ
で
す
。
プ
レ
ハ
ブ
み
た
い
な
建
物

で
、
小
さ
な
組
織
だ
し
、
す
ご
く
自
由
で

し
た
。
大
学
図
書
館
界
か
ら
精
鋭
が
集

ま
っ
て
い
て
、
研
究
者
と
も
一
緒
に
仕
事

を
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
、
電
子
メ
ー
ル
の
出
始
め
。
世

の
中
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
る
も
の
が
あ

る
と
。
そ
う
い
う
環
境
の
中
で
仕
事
を
し

て
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
い
た
時
の
ス
ト
レ
ス
は
消

え
て
い
き
ま
し
た
。

―
１
９
９
７
年
か
ら
１
９
９
９
年
に
は
Ｉ
Ｐ
Ａ

（
情
報
処
理
推
進
機
構
）
に
も
出
向
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
の
本
を
翻
訳
さ
れ
た
田
屋

裕
之
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
電
子
図
書
館

小寺 正一
電子情報部長
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年
越
し
の
課
題
を
若
者
た
ち
が
解
決
し
つ
つ
あ
る

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の
近
デ
ジ
（
近
代
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
現
在
の
国
立
国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
と
、
総

合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
る
も
の

で
す
。
み
ん
な
技
術
者
で
民
間
企
業
か
ら

の
出
向
の
人
が
ほ
と
ん
ど
。
学
術
情
報
セ

ン
タ
ー
も
こ
ち
ら
も
優
秀
な
人
ば
か
り

で
、
そ
れ
は
そ
れ
で
ス
ト
レ
ス
で
し
た
け

ど
（
笑
）。

―
現
在
、
電
子
情
報
部
長
と
し
て
、
コ
メ
ン
ト
を

読
み
返
し
て
い
か
が
で
し
ょ
う
。

「
開
放
系
」
は
今
風
に
い
う
と
オ
ー
プ
ン

サ
イ
エ
ン
ス
、
シ
ビ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
に
つ

な
が
り
ま
す
か
ね
。
当
時
は
技
術
も
制
度

も
乏
し
か
っ
た
け
ど
、
今
は
進
ん
だ
し
、

Ｎ
Ｄ
Ｌ
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な

ど
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
、
Ｎ
Ｄ

Ｌ
は
メ
タ
デ
ー
タ
が
中
心
な
の
で
、
そ
れ

だ
け
で
は
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
需
要

に
こ
た
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
テ
キ
ス

ト
を
直
接
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
し
て
い
く
方
向

に
進
ま
な
い
と
。
著
作
権
法
が
改
正
さ
れ

た
の
で
、
だ
い
ぶ
扱
い
や
す
く
な
っ
た
は

ず
で
す
。

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
観
点
だ
と
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
台
頭
は
、
夢
に
も
思

わ
な
か
っ
た
で
す
ね
。
必
ず
し
も
正
確
だ

と
は
い
え
な
い
情
報
が
、
増
殖
し
つ
つ
拡

散
し
て
い
く
と
は
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
言

う
と
検
閲
み
た
い
に
な
る
か
ら
難
し
い
け

ど
、
課
題
が
現
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

―
そ
の
ほ
か
、
こ
の
30
年
間
の
中
で
印
象
に
残
っ

た
お
仕
事
は
？

ど
れ
も
こ
れ
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す

が
、
デ
ジ
タ
ル
関
連
で
は
近
デ
ジ
の
立
ち

上
げ
。
仕
様
書
作
り
に
携
わ
り
ま
し
た
。

苦
労
し
た
の
は
近
デ
ジ
で
の
著
作
権
処
理

の
難
し
さ
で
す
ね
。
行
く
手
に
大
き
く
立

ち
ふ
さ
が
り
ま
し
た
。
今
は
保
存
の
た
め

な
ら
ば
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
）
無
許
可
で
デ
ジ
タ

ル
化
で
き
る
よ
う
法
改
正
さ
れ
た
け
ど
、

当
時
は
デ
ジ
タ
ル
化
し
よ
う
と
す
る
と
先

に
著
作
権
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
量
も
予
測
で
き
な
か
っ
た
。
あ
と

は
係
長
と
し
て
国
会
会
議
録
フ
ル
テ
キ
ス

ト
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
立
ち
上
げ
に
関
わ

ら
せ
て
も
ら
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

活
動
評
価
の
立
ち
上
げ
も
思
い
入
れ
が
あ

り
ま
す
。
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
政
策
形

成
が
し
た
か
っ
た
。

―
今
後
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
ど
う
な
る
、
ど
う
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
か
？

ま
ず
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
だ
け
で
は
考
え
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
。
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
も
、
美

術
館
、
博
物
館
、
文
書
館
、
放
送
と
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
紙
の
本

の
伝
統
的
な
形
が
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
て
い

る
こ
と
は
、
よ
く
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
と
は
い
え
、
人
間
が
い
れ
ば
情

報
に
対
す
る
需
要
は
ど
ん
な
形
で
あ
れ
続

く
か
ら
、
絶
え
ず
創
意
工
夫
し
て
、
時
代

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

―
若
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
９
９
０
年
に
「
ポ
ス
ト
書
誌
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
世
界
」（『 

科
学
技
術
文
献
サ
ー

ビ
ス
』
91
号
）
と
い
う
論
文
を
書
き
ま
し

た
。
出
版
が
電
子
化
さ
れ
る
と
か
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
か
、
ハ

イ
パ
ー
テ
キ
ス
ト
、全
文
テ
キ
ス
ト
検
索
、

な
ど
。
そ
の
中
で
唯
一
実
現
し
な
か
っ
た

の
が
人
工
知
能
で
す
。
そ
れ
が
30
年
の
時

を
経
た
今
、
電
子
情
報
部
の
次
世
代
シ
ス

テ
ム
開
発
研
究
室
で
優
秀
な
若
者
た
ち
に

人
工
知
能
の
研
究
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
自
分
は
職
業
人
生
の
老
境
に
あ
る
け

ど
（
笑
）、
30
年
越
し
に
課
題
が
解
決
さ

れ
て
い
く
の
を
見
る
の
は
本
当
に
嬉
し

い
。

人
生
は
短
い
の
で
、
若
い
人
は
我
慢
せ
ず

に
や
り
た
い
こ
と
、
向
い
て
い
る
こ
と
を

好
き
な
だ
け
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ

れ
が
で
き
る
職
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
も

思
い
ま
す
。
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―
こ
の
と
き
は
３
年
目
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
若
者
で
し
た
か
？

３
年
目
に
国
会
議
事
堂
に
あ
る
国
会
分
館

に
配
属
さ
れ
て
、
仕
事
は
面
白
い
け
ど
、

本
館
か
ら
離
れ
た
の
で
多
少
焦
り
が
あ
っ

た
。
主
流
の
仕
事
に
飢
え
て
い
た
と
い
う

か
。
だ
か
ら
「
明
日
を
語
る
」
に
も
手
を

あ
げ
た
し
、
第
二
国
立
国
会
図
書
館
（
現

在
の
関
西
館
）
関
係
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
と
か
に
も
進
ん
で
参
加
し
て
、
図

書
館
研
究
所（

１
）に

も
よ
く
行
っ
て
い
た
。

―
30
年
前
に
書
か
れ
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
勉
強

の
成
果
で
し
ょ
う
か
？

先
輩
か
ら
の
受
け
売
り
部
分
も
あ
っ
た
と

思
う
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
海
外
の
図
書

館
や
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
調
査
・
紹
介
し
て
い
こ

う
と
い
う
機
運
が
あ
っ
て
、『
国
立
国
会

図
書
館
月
報
』
の
「
世
界
の
国
立
図
書
館
」

と
い
う
連
載
に
も
記
事
を
書
い
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
流
れ
の
中
で
各
国
の
全
国
書

誌
の
あ
り
様
に
つ
い
て
も
眼
が
行
き
、
我

が
国
の
全
国
書
誌
の
課
題
、
特
に
納
本
さ

れ
て
か
ら
作
成
が
始
ま
る
の
で
出
来
上
が

り
が
遅
い
と
い
う
課
題
を
感
じ
た
。

―
画
像
デ
ー
タ
で
書
誌
を
集
め
る
と
い
う
の
は
か

な
り
斬
新
で
す
。

実
は
、
国
立
図
書
館
と
し
て
充
実
し
た
書

誌
を
作
る
べ
き
と
い
う
の
が
趣
旨
で
は
な

く
、
む
し
ろ
逆
で
、
手
っ
取
り
早
く
簡
単

に
作
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
を
考
え
た
。

今
は
ネ
ッ
ト
上
に
も
い
ろ
い
ろ
情
報
が
あ

る
け
ど
も
、
当
時
は
遠
く
離
れ
た
場
所
で

は
書
誌
が
頼
り
で
、
た
だ
書
誌
は
目
次
や

本
文
が
な
い
か
ら
情
報
が
少
な
い
。
そ
れ

で
速
さ
と
情
報
量
の
一
挙
両
得
の
手
段
と

し
て
考
え
た
結
果
が
こ
れ
だ
っ
た
。
出
版

社
側
も
、
目
次
や
表
紙
ぐ
ら
い
な
ら
く
れ

る
だ
ろ
う
と
。

―
今
は
外
部
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
書
誌
作
成
に
使
う
よ
う

に
な
っ
て
実
現
し
た
と
も
言
え
ま
す
ね
。そ
の
後
、

収
集
書
誌
部
長
に
も
な
ら
れ
ま
し
た
が
。

収
集
書
誌
部
長
の
時
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

料
（
電
子
書
籍
・
電
子
雑
誌
等
）
の
国
立

国
会
図
書
館
へ
の
納
入
に
つ
い
て
、
出
版

社
を
回
っ
て
説
明
・
調
整
す
る
の
が
主
な

仕
事
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
そ
れ
で
改
め
て

思
っ
た
の
が
、
電
子
情
報
が
登
場
し
た
こ

と
で
、
図
書
館
の
資
料
や
業
務
は
根
底
か

豊田 透
調査及び立法考査局 文教科学調査室
専門調査員

1　1986年から2002年まで東京本館にあった、図書館および図書館学の調査・研究のための組織。
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資
料
が
ド
カ
ン
と
あ
り
ま
す
、
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
だ
け
で
な
く
、
人
の
顔
が
見
え
る
届
け
方
を
し
た
い

ら
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
紙
資
料
の
書

誌
が
あ
っ
て
、
電
子
情
報
の
メ
タ
デ
ー
タ

が
あ
っ
て
…
、
と
言
っ
て
い
た
け
ど
も
、

一
緒
に
し
よ
う
と
す
る
と
そ
う
は
言
っ
て

い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
ど
う
転
換
す
る
か

は
こ
れ
か
ら
の
課
題
。

―
来
館
利
用
の
部
署
を
多
く
経
験
さ
れ
て
い
ま
す

が
、利
用
も
電
子
化
で
だ
い
ぶ
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

素
晴
ら
し
く
進
ん
だ
と
思
う
。
一
番
画
期

的
だ
っ
た
の
は
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
館
外
か
ら

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に

よ
っ
て
遠
隔
か
ら
申
込
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
。１
９
９
７
年
か
ら
３
年
間
、

パ
リ
日
本
文
化
会
館
図
書
館
で
仕
事
を
し

て
い
た
頃
、
日
本
語
資
料
の
書
誌
情
報
入

手
の
た
め
Ｊ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
を
購
入
し
て
い

た
け
れ
ど
、
価
格
に
加
え
関
税
も
高
く
非

常
に
経
費
が
か
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
Ｏ
Ｐ

Ａ
Ｃ
の
公
開
で
目
録
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
と
て
も
驚

い
た
。
遠
く
離
れ
た
海
外
に
い
る
と
、
そ

の
素
晴
ら
し
さ
が
よ
く
わ
か
る
。

―
そ
の
ほ
か
、
こ
の
30
年
間
の
中
で
印
象
に
残
っ

た
お
仕
事
は
？

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
関
西
館
事

業
部
図
書
館
協
力
課
。
関
西
館
と
同
時
に

で
き
た
3
年
目
の
課
で
、
初
め
て
（
自
分

が
）
課
長
に
な
っ
た
と
い
う
理
由
も
あ
っ

て
思
い
入
れ
が
あ
る
。
例
え
ば
図
書
館
員

を
対
象
と
す
る
遠
隔
研
修
。
前
任
の
課
長

を
引
き
継
い
で
自
分
の
時
に
事
業
を
開
始

し
た
ん
だ
け
ど
、
募
集
初
日
の
午
前
だ
け

で
定
員
に
達
し
て
し
ま
い
、
求
め
ら
れ
て

い
る
事
業
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
て

う
れ
し
か
っ
た
。

―
研
修
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
講
で
き
る
の
は

す
ご
い
こ
と
で
し
た
ね
。

当
時
の
図
書
館
協
力
課
の
目
標
と
し
て
、

研
修
に
限
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
や
っ
て
い
た

事
業
を
す
べ
て
シ
ス
テ
ム
化
し
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
掲
げ
た
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
、
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
…
。
そ
ん
な
中

で
は
研
修
が
一
番
ア
ナ
ロ
グ
だ
と
思
っ
て

い
た
け
ど
も
、
そ
れ
も
ネ
ッ
ト
で
提
供
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

―
豊
田
さ
ん
と
い
う
と
シ
ス
テ
ム
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
印
象
が
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
関
わ
っ
た
仕
事
で
大
き
い
も
の
と

い
え
ば
、
お
お
む
ね
十
年
に
一
度
の
サ
イ

ク
ル
で
や
っ
て
来
た
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
、

シ
ス
テ
ム
、
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
そ

の
た
め
の
組
織
の
改
編
で
、
と
に
か
く
忙

し
い
し
責
任
は
重
い
し
、正
月
が
な
く
な
っ

た
り
、
日
々
辛
か
っ
た
印
象
だ
が
、
利
用

者
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
通
算
の
配
属
年
数
が

長
く
本
領
だ
と
思
っ
て
い
る
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
都
度
関
わ
っ
て
き
た
し
、
利
用
者

の
方
々
の
苦
情
対
応
や
シ
ス
テ
ム
障
害
の

経
験
数
は
恐
ら
く
館
内
一
だ
と
思
う（
笑
）。

そ
れ
か
ら
、
や
は
り
東
日
本
大
震
災
の
夜

は
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
帰
宅
で
き
な
く

な
っ
た
1
０
０
人
近
い
利
用
者
に
館
内
で

夜
を
明
か
し
て
も
ら
っ
た
ん
だ
け
ど
、来

館
利
用
の
担
当
課
長
と
し
て
朝
ま
で
ず
っ

と
様
子
を
眺
め
て
い
て
、現
実
に
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
と
は
思
え
な
い
光
景
だ
っ
た
。

―
今
後
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
ど
う
な
る
、
ど
う
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
か
？

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
が
好
き
な
の
で
、
人
と

接
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
減
っ
て
い
く
の
は
寂
し

い
。
資
料
が
ド
カ
ン
と
あ
り
ま
す
、
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
だ
け
で
な
く
、
人
の
顔
が
見
え

る
届
け
方
を
し
た
い
。
今
は
、
匿
名
性
が
高

く
な
っ
て
い
る
時
代
で
、
情
報
を
置
い
て
お

け
ば
誰
で
も
持
っ
て
い
け
る
、
そ
れ
は
便
利

だ
け
ど
、
何
を
求
め
て
ど
う
い
う
風
に
使
っ

て
い
る
の
か
が
よ
く
見
え
な
い
。

調
査
及
び
立
法
考
査
局
に
来
て
、
ど
う
す

れ
ば
刊
行
物
を
読
ん
で
も
ら
え
る
か
、
相

手
が
何
を
知
り
た
い
の
か
を
さ
ら
に
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
図
書
館
の
仕
事
が
人

的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
言
え
る
の
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
存
在
意
義
と
し
て
今

後
も
重
要
な
点
だ
と
思
う
。
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―
こ
れ
を
書
か
れ
た
と
き
は
5
年
目
で
し
た
ね
。

図
書
整
理
課
で
『
日
本
全
国
書
誌 

週
刊
版
』

と
い
う
和
図
書
の
目
録
を
作
る
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
当
時
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｃ
と
い
う
全
国
書
誌
の
デ
ー
タ
を
、
通
信
回

線
で
衆
議
院
、
参
議
院
や
支
部
図
書
館
、
公

共
図
書
館
か
ら
検
索
で
き
る
仕
組
み
が
あ
り

ま
し
た
。
た
だ
、
コ
マ
ン
ド
形
式
で
難
し
い

検
索
技
術
が
必
要
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

頃
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ

Ｏ
Ｍ
版
で
あ
る
Ｊ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
の
開
発
が
進

ん
で
い
ま
し
た
。
Ｊ
‐
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
は
操
作
が

簡
単
で
し
か
も
多
面
的
な
検
索
が
で
き
、
こ

れ
を
カ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
目

録
ホ
ー
ル
の
一
画
に
試
験
的
に
置
い
て
み
よ

う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
入
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
ま
で
カ
ー
ド
目
録
と
冊
子
目

録
を
ひ
い
て
い
た
利
用
者
に
と
っ
て
、
画
期

的
で
し
た
。
目
録
ホ
ー
ル
の
端
末
は
最
初
5

台
だ
っ
た
の
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
20
台
に

増
え
ま
し
た
。

―
も
と
も
と
そ
う
い
う
方
面
に
強
か
っ
た
の
で
す

か
？

全
然
。
学
生
時
代
に
英
文
タ
イ
プ
を
や
っ

て
い
て
入
力
だ
け
は
得
意
だ
っ
た
の
で
、

当
時
ワ
ー
プ
ロ
が
出
始
め
た
頃
で
、
課
に

１
台
あ
る
ぐ
ら
い
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、

ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
で
入
力
し
て
い
る

と
「
情
報
機
器
を
使
い
こ
な
せ
て
い
る
若

者
だ
」
と
思
わ
れ
て
し
ま
っ
た
み
た
い
で

（
笑
）。

30
年
前
に
書
い
た
こ
の
文
章
も
、
先
見
の

明
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、『
紙
か
ら

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
へ
』（
Ｆ
．
Ｗ
．
ラ

ン
カ
ス
タ
ー
著　

１
９
８
７
）
と
い
う
本

を
読
ん
で
の
受
け
売
り
で
し
た
。
の
ち
に

副
館
長
に
な
っ
た
田
屋
裕
之
さ
ん
が
翻
訳

し
て
い
ま
す
。

―
結
果
と
し
て
は
大
当
た
り
で
す
ね
。

た
だ
著
作
権
の
と
こ
ろ
は
大
き
く
は
変
わ

り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
そ
ん
な
中
で
も
、

当
館
に
関
し
て
言
え
ば
、
２
０
０
９
年
に

保
存
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
著
作
権
法

改
正
が
あ
り
、
２
０
１
２
年
に
は
図
書
館

送
信
が
成
立
し
て
い
る
。
情
報
化
時
代
に

合
わ
せ
て
当
館
が
し
て
き
た
努
力
の
結

果
、
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

―
30
年
前
は
蔵
書
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
想
定
だ
っ

根岸 輝美子（旧姓 神原）

調査及び立法考査局 総合調査室
主任調査員



国立国会図書館月報 692号 2018.1221

も
と
も
と
種
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
、
時
代
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
実
を
結
ぶ

た
ん
で
す
か
？　

そ
れ
と
も
電
子
書
籍
？

ま
だ
ま
だ
夢
の
よ
う
な
話
だ
っ
た
か
と
。

当
時
、
明
治
期
刊
行
図
書
の
マ
イ
ク
ロ
化

が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
書

庫
の
中
で
、
酸
性
紙
で
作
ら
れ
た
本
が
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
く
、
そ
の
危
機
感
か

ら
、
蔵
書
の
保
存
の
た
め
に
代
替
物
で
情

報
を
残
そ
う
と
い
う
。
結
局
、
そ
の
フ
ィ

ル
ム
を
ス
キ
ャ
ン
し
た
も
の
が
、
近
代
デ

ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
現
在
の
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に

搭
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
に
、
当
館

所
蔵
明
治
期
刊
行
図
書
目
録
を
作
っ
て
い

た
か
ら
こ
そ
、
マ
イ
ク
ロ
化
が
で
き
た
。

さ
ら
に
遡
れ
ば
、
明
治
の
書
物
を
収
集
し

て
残
し
て
き
た
先
人
た
ち
が
い
た
。
も
と

も
と
種
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
、
時
代

と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
実
を

結
ん
で
い
っ
た
よ
う
に
私
は
思
い
ま
す
。

―
ほ
か
に
こ
の
30
年
間
で
印
象
に
残
っ
た
お
仕
事

は
？

ど
の
仕
事
も
面
白
か
っ
た
の
で
す
が
、
よ

く
覚
え
て
い
る
の
は
、
あ
る
部
署
に
異
動

し
た
と
き
、
辞
令
交
付
の
訓
示
で
「
日
本

の
民
主
主
義
に
寄
与
し
て
い
る
と
の
気
概

を
持
っ
て
業
務
に
当
た
る
よ
う
に
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
で
す
。
な
ん
と
壮
大
な
、
と

驚
き
ま
し
た
が
、
国
立
国
会
図
書
館
法
の

前
文
に
確
か
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
自
分
が
直
接
開
発
に

関
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
国

会
会
議
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
・
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
・
シ
ス
テ
ム
は
素
晴
ら
し
い
事
業
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
紙
の
会
議
録
し

か
な
く
、
限
ら
れ
た
機
関
に
し
か
な
か
っ

た
の
で
全
国
か
ら
当
館
に
閲
覧
に
来
る
方

が
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
ま
ず
は
画
像
と
会

議
録
索
引
を
連
動
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
に
な

り
、
つ
い
に
は
衆
参
と
の
協
力
で
入
力
の

段
階
か
ら
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
に
な
り
ま
し

た
。
今
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ど
こ
か

ら
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
会
官

庁
資
料
室
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
案
内
す
る
と

き
誇
ら
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す

し
、
今
の
業
務
に
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
１
９
９
４
年
に
子
ど
も
が
生
ま

れ
て
育
休
を
８
か
月
取
ら
せ
て
も
ら
っ
た
の

は
、
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
ち
ょ

う
ど
そ
の
前
年
度
に
育
休
の
制
度
が
で
き
た

の
で
す
。
こ
の
制
度
が
無
か
っ
た
ら
、
勤
め

続
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
理
解
あ

る
職
場
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

―
今
後
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
ど
う
な
る
、
ど
う
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
か
？

近
い
未
来
で
は
、
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
が
楽

し
み
で
す
ね
。
書
籍
だ
け
で
な
く
、
公
文

書
や
文
化
財
ま
で
分
野
を
問
わ
ず
一
括
し

て
検
索
で
き
る
、
今
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
考

え
る
と
、行
き
つ
く
先
だ
っ
た
の
か
な
と
。

民
主
主
義
に
寄
与
す
る
と
い
う
点
で
は
、

国
会
会
議
録
は
２
０
２
０
年
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
い
つ
か
国
会

審
議
の
動
画
も
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
よ
う
に

な
る
の
で
は
、
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
業
務
で
も
、
先
輩
た
ち
が
や
っ
て

く
れ
て
い
た
こ
と
が
役
立
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
蒔
い
て
く
れ
た
種
が
そ
の
時
代

時
代
の
技
術
と
組
み
合
わ
さ
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
花
開
い
て
い
く
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
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―
こ
の
コ
メ
ン
ト
を
執
筆
さ
れ
た
と
き
は
６
年

目
、
今
と
同
じ
財
政
金
融
課
（
室
）
に
い
ら
し
た

ん
で
す
ね
。

税
金
を
担
当
し
て
た
ん
だ
け
ど
、
消
費
税

が
は
じ
め
て
導
入
さ
れ
る
と
き
で
、
す
ご

く
忙
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
ま
す
。

20
数
年
ぶ
り
に
戻
っ
て
き
て
、
仕
事
の
仕

方
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
！　

と
に

か
く
紙
じ
ゃ
な
く
て
ネ
ッ
ト
。
昔
は
コ

ピ
ー
機
も
少
し
し
か
な
い
か
ら
、
書
庫
と

往
復
し
て
手
間
が
か
か
る
し
、
書
庫
も
自

分
の
担
当
の
と
こ
ろ
は
も
う
全
部
目
を
通

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
外
国
の
情
報
も
船

便
を
待
つ
か
ら
時
間
が
か
か
る
。
そ
れ
で

な
ん
と
か
回
答
を
こ
し
ら
え
て
い
た
。
今

は
情
報
量
が
多
く
て
、
特
に
経
済
分
野
は

毎
日
新
し
い
情
報
が
入
っ
て
く
る
。
行
政

省
庁
も
、
た
と
え
ば
審
議
会
の
資
料
な
ん

か
、
昔
は
審
議
会
が
終
わ
っ
た
ら
そ
の
場

で
回
収
し
て
た
の
に
、
今
は
議
事
録
も
す

ぐ
ネ
ッ
ト
に
公
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

依
頼
件
数
も
増
え
て
締
切
が
厳
し
い
中
、

膨
大
な
情
報
か
ら
何
を
選
択
す
る
か
が
難

し
い
。

Ｎ
Ｄ
Ｌ
も
、
昔
に
比
べ
る
と
成
果
を
外
に

ち
ゃ
ん
と
出
す
よ
う
に
な
っ
た
よ
ね
。『
レ

フ
ァ
レ
ン
ス（

１
）』

を
参
考
文
献
に
使
わ
れ
る

こ
と
な
ん
て
昔
は
無
か
っ
た
け
ど
、
今
は

活
用
し
て
も
ら
え
て
い
る
。

―
30
年
前
に
書
か
れ
た
こ
の
コ
メ
ン
ト
は
、
図
書

館
送
信
や
総
合
目
録
の
よ
う
な
も
の
、
そ
し
て
人

事
交
流
の
増
加
を
見
事
に
予
測
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
人
事
交
流
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
？

こ
れ
は
実
は
、
図
書
館
で
人
事
交
流
す
る

と
い
う
よ
り
も
、
大
学
の
同
級
生
が
官
公

庁
で
ど
ん
ど
ん
地
方
や
外
国
に
異
動
し
て

い
た
か
ら
、
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た

ん
だ
。
入
館
し
て
す
ぐ
は
外
国
資
料
課
で

洋
書
の
目
録
を
担
当
し
て
、
カ
ー
ド
を
繰

り
込
ん
だ
り
し
て
い
た
の
で
、
利
用
サ
ー

ビ
ス
の
実
務
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
で
書
い

て
た
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
で
は
地
方
や
外
国
に
行
く

こ
と
が
少
な
い
な
、
い
ず
れ
そ
う
な
る
こ

と
が
あ
る
の
か
な
、
と
。

―
ご
自
身
は
出
向
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
出
向

者
が
増
え
て
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
変
わ
っ
た
な
と
思
う
と

こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
？

風
通
し
は
良
く
な
っ
た
と
思
う
。
で
も
、

加藤 浩
調査及び立法考査局 財政金融調査室
専門調査員

1　NDLが刊行している、国政の中長期的課題に関する本格的な論説を掲載した月刊の調査論文集。
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ま
だ
ま
だ
変
化
が
点
な
ん
だ
よ
ね
。
本
当
は
、
面
で
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

ま
だ
ま
だ
変
化
が
点
な
ん
だ
よ
ね
。
こ
れ

は
人
事
交
流
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
け

ど
。
本
当
は
、
面
で
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
変
わ
る
と
い

う
の
は
む
し
ろ
来
る
人
に
よ
る
か
も
。
長

尾
真
館
長
は
そ
の
典
型
。
あ
と
、
自
分
が

関
西
館
総
務
課
長
だ
っ
た
と
き
に
電
子
図

書
館
関
係
の
管
理
職
で
外
か
ら
来
た
人

が
、
と
に
か
く
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
行
動
パ
タ
ー
ン

と
違
っ
て
い
て
刺
激
に
な
っ
た
。だ
か
ら
、

来
た
人
が
あ
る
程
度
力
の
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ

ン
で
動
け
る
と
、
面
で
変
わ
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
な
あ
。

―
管
理
職
に
な
っ
て
人
事
に
も
関
わ
る
と
、
出
向

に
つ
い
て
も
、
ま
た
見
え
て
く
る
も
の
は
違
っ
た

で
し
ょ
う
か
？

大
変
！　

来
た
人
の
様
子
は
ま
だ
わ
か
る

け
ど
、
行
っ
た
人
が
向
こ
う
で
元
気
に

や
っ
て
る
か
、
ウ
ル
ト
ラ
神
経
質
に
な
っ

た
。
向
こ
う
に
行
っ
た
人
と
来
た
人
誘
っ

て
、３
人
で
飲
み
に
行
っ
た
り
し
た
ね
え
。

自
分
お
酒
飲
め
な
い
の
に
（
笑
）。

―
そ
の
ほ
か
、
こ
の
30
年
間
の
中
で
印
象
に
残
っ

た
お
仕
事
は
？

30
～
40
代
半
ば
く
ら
い
ま
で
の
働
き
ざ
か

り
に
参
考
課
と
科
学
技
術
・
経
済
課
に
い

て
、
関
西
館
が
で
き
る
時
期
の
変
革
期
で

毎
日
が
戦
い
だ
っ
た
け
ど
、
や
り
が
い
が

あ
っ
た
。

関
西
館
総
務
課
長
の
と
き
は
、
長
尾
館
長

が
就
任
し
て
次
の
年
だ
っ
た
し
、
外
か
ら

来
た
人
も
い
て
、
自
分
が
井
の
中
の
蛙
だ

と
思
い
知
ら
さ
れ
た
な
あ
。
今
ま
で
自
分

は
20
世
紀
に
生
き
て
た
ん
だ
、
こ
れ
が
21

世
紀
な
ん
だ
と
思
っ
た
（
笑
）。

収
集
書
誌
部
副
部
長
の
と
き
は
、
カ
ー
ド

を
繰
り
込
ん
で
い
た
入
館
し
た
て
の
頃
と

は
、
仕
事
が
全
然
違
っ
て
た
。
外
注
も
進

ん
で
る
し
、
電
子
の
時
代
に
合
せ
て
ル
ー

ル
を
変
え
て
維
持
し
て
い
く
の
が
大
変

だ
っ
た
。
紙
の
時
代
は
カ
ー
ド
に
書
け
る

量
し
か
書
か
な
か
っ
た
け
ど
、
電
子
の
時

代
に
な
る
と
何
で
も
ぶ
ち
込
め
ち
ゃ
う
か

ら
、
ど
こ
ま
で
を
入
れ
る
か
と
か
ね
。

あ
と
著
者
名
典
拠
の
関
係
で
、個
人
情
報
。

著
作
権
は
「
明
日
を
語
る
」
で
も
言
及
さ

れ
て
る
け
ど
、
個
人
情
報
の
保
護
に
こ
ん

な
に
気
を
遣
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
時
代

が
来
る
と
は
、
予
想
し
て
な
か
っ
た
。

―
今
後
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
ど
う
な
る
、
ど
う
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
か
？

Ｎ
Ｄ
Ｌ
自
体
は
残
る
と
は
思
う
け
ど
、

外
と
の
関
係
で
、
機
構
の
面
で
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
か
か
る
こ
と
が
、
今
後
30
年
の

中
で
2
回
く
ら
い
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。

そ
れ
と
、
本
は
し
ぶ
と
く
残
る
だ
ろ
う
け

ど
、
出
版
社
が
疲
弊
し
て
い
る
し
、
人
口

が
減
っ
て
い
る
か
ら
、
地
方
の
図
書
館
は

苦
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
岐
阜
と
名

古
屋
の
国
立
大
学
法
人
が
経
営
統
合
に
つ

い
て
協
議
を
始
め
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
っ
た
か
ら
、
今
後
地
方
の
図
書
館
が
境

界
を
越
え
て
統
合
さ
れ
て
い
っ
て
、（
権

限
の
有
無
は
と
も
か
く
）
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
ど
う

に
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
が
出
て
こ
な

い
と
も
限
ら
な
い
。

―
若
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

若
い
う
ち
は
み
ん
な
生
意
気
で
い
い
。
そ

う
い
う
も
の
。
で
も
、
年
取
っ
た
ら
知
恵

も
つ
く
か
ら
、
生
意
気
だ
っ
た
時
代
を
客

観
的
に
振
り
返
っ
て
反
省
し
て
、
今
の
仕

事
に
活
か
し
て
ほ
し
い
。
自
戒
も
込
め
て

（
笑
）。
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―
―
こ
れ
を
書
か
れ
た
と
き
は
３
年
目
で
し
た

ね
。

雑
誌
課
に
い
た
ん
だ
け
ど
、
上
の
人
が
や

る
気
の
な
さ
そ
う
な
管
理
職
で
、
ち
ょ
っ

と
喧
嘩
し
て
た
と
き
だ
ね
（
笑
）。
そ
の

と
き
係
長
だ
っ
た
方
が
日
本
図
書
館
協
会

の
「
図
書
館
の
自
由
委
員
会（

１
）」

の
委
員
を

し
て
い
て
、お
前
も
や
れ
っ
て
言
わ
れ
て
。

知
る
自
由
と
か
、
資
料
提
供
の
自
由
と
か

に
つ
い
て
、目
の
当
た
り
に
さ
せ
ら
れ
た
。

い
ろ
ん
な
事
例
を
知
る
こ
と
に
な
っ
て
、

そ
れ
が
こ
の
コ
メ
ン
ト
に
反
映
さ
れ
て
い

る
ん
だ
な
あ
、
と
。

―
―
30
年
経
っ
て
、
情
報
公
開
法
も
で
き
ま
し
た

が
、
変
化
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か

今
ま
さ
に
公
文
書
の
管
理
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
け
ど
、
国
民
の
知
る
権
利
と
い
う

こ
と
で
言
え
ば
、
図
書
館
に
も
関
係
の
あ

る
話
。
30
年
前
と
く
ら
べ
て
、
日
本
と
い

う
国
が
情
報
を
ど
う
見
て
い
る
か
と
い
う

と
、
た
い
し
て
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
を
含
め
公
の
組

織
が
情
報
を
軽
く
見
る
べ
き
で
は
な
い
。

ア
メ
リ
カ
で
は
市
民
が
情
報
を
入
手
す
る

機
会
は
保
障
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
絶
対
見

せ
ち
ゃ
い
け
な
い
資
料
は
隠
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
情
報
と
そ
の
管
理
に
対
す

る
認
識
が
全
然
違
う
よ
う
に
思
う
。…「
○

○
放
談
」
み
た
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ね

（
笑
）。

―
―
コ
メ
ン
ト
で
も
う
一
つ
の
観
点
だ
っ
た
「
外

と
の
交
渉
」
と
い
う
点
で
す
が
、
管
理
課
や
会
計

課
補
佐
、
会
計
課
長
時
代
は
財
務
省
と
の
交
渉
な

ど
を
経
験
さ
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
文
化
行
政
は

な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
ど
う
で
し
た

か
。

「
文
化
に
は
金
が
か
か
る
ん
で
す
」
と
は

言
っ
て
た
。
国
の
予
算
を
使
わ
せ
て
い
た

だ
く
わ
け
だ
か
ら
、
し
っ
か
り
説
明
し
な

く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
財
務
省
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
、
監
督
機
関
で
あ
る
衆
議
院
・
参
議

院
の
議
院
運
営
委
員
会
に
対
し
て
も
。
最

初
は「
話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
」

と
う
じ
う
じ
し
て
た
ん
だ
け
ど
、
精
根
こ

め
て
説
明
し
て
い
る
先
輩
を
見
て
い
て
、

そ
ん
な
心
持
ち
じ
ゃ
対
応
で
き
な
い
と
わ

か
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
文
化
に
し
て
も
図
書

館
に
し
て
も
、
国
の
懸
案
事
項
の
中
の

O
ne of them

に
す
ぎ
な
い
。
で
も
、
ま

佐藤 毅彦
調査及び立法考査局 外交防衛調査室
専門調査員

1　基本的人権としての「知る自由」を保障することが図書館の任務であるという趣旨で、1954年に採択、
1979年に改訂された「図書館の自由に関する宣言」の普及等を行う組織。
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文
化
に
し
て
も
図
書
館
に
し
て
もO

ne of Them

に
す
ぎ
な
い
。
で
も
、
ま
ぎ
れ
も
な
くO

ne

で
あ
る

ぎ
れ
も
な
くO

ne

で
は
あ
る
、
と
。
重

要
度
に
高
低
は
な
い
。
自
分
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の

看
板
背
負
っ
て
る
ん
だ
、
と
い
う
意
気
込

み
で
当
た
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。　

た
だ
、
今
も
図
書
館
界
全
体
で
予
算
は
削

ら
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
も
認
知
度
で
い
う

と
、
知
ら
れ
て
き
て
い
る
と
思
う
け
ど
、

な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
な
い
と
言
い
切

れ
る
か
ど
う
か
。

―
電
子
図
書
館
課
長
や
電
子
情
報
部
副
部
長
時
代

は
、
識
者
や
図
書
館
界
な
ど
外
の
方
と
の
交
流
が

多
そ
う
で
す
。

電
子
図
書
館
課
の
３
代
目
の
課
長
で
、
Ｄ

Ａ
シ
ス
テ
ム
（
現
在
の
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
等
）

の
立
ち
上
げ
の
時
代
。
図
書
館
に
行
か
な

く
て
も
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
資
料
を
パ
ソ

コ
ン
で
見
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
が
現
実

に
な
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
は
、
と
て
も
刺

激
的
だ
っ
た
。

電
子
図
書
館
課
で
は
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携（

２
）で

外
の

人
と
交
流
す
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
子
ど
も
図
書
館
長
時
代
も

そ
う
。
児
童
書
関
係
の
人
た
ち
は
熱
い
。

厳
し
い
こ
と
も
言
わ
れ
る
け
ど
、
暖
か
い

厳
し
さ
。
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。
外
の
人

か
ら
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
対
す
る
期
待
を
じ
か
に

聞
け
る
の
は
と
て
も
い
い
こ
と
。

―
電
子
図
書
館
は
30
年
前
、
は
し
り
だ
っ
た
と
思

う
の
で
す
が
、
ど
う
予
測
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

こ
こ
ま
で
進
む
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。
実
は
、
自
分
は
す
ご
く
田
舎
出
身
で

（
笑
）、
本
屋
が
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
、
周

り
に
。
だ
か
ら
、
資
料
に
平
等
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
う
。

―
今
後
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
ど
う
な
る
、
ど
う
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
か
？

サ
ー
ビ
ス
面
で
い
う
と
、
今
の
路
線
を
進

め
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
が
も
っ
と
進
展
す
る
の
だ
ろ
う

と
。
一
方
、情
報
と
か
文
化
と
ど
う
関
わ
っ

て
い
く
か
と
い
う
点
で
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
、

図
書
館
と
し
て
、
も
っ
と
ス
テ
ー
タ
ス
を

上
げ
て
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
。
我
が
国
唯

一
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
わ
け

だ
し
。
国
と
し
て
情
報
を
ど
う
扱
う
か
検

討
す
る
よ
う
な
組
織
が
も
し
立
ち
上
が
る

な
ら
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
か
ら
も
職
員
を
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
国
の
情
報
管
理
に
、

具
体
的
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
は
わ

か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
、
で
も
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の

本
来
的
な
任
務
を
お
さ
え
て
い
く
と
、
お

の
ず
か
ら
役
割
が
出
て
く
る
は
ず
。

―
最
後
に
、
若
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す

Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
、
誇
り
を
持
っ
て
い
た
方
が
絶

対
面
白
い
。「
文
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
は
、
外
の
人
に
も
言
わ

れ
る
こ
と
。
規
模
は
小
さ
い
か
も
し
れ
な

い
が
一
つ
の
重
要
な
分
野
な
の
だ
か
ら
。

あ
と
大
事
な
の
は
、
自
分
を
追
い
詰
め
な

い
「
鈍
感
力
」
か
な
。

2　博物館（Museum）、図書館（Library）、文書館（Archives）間の連携・協力活動。



　

未
来
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
像
の
一
つ
と
し
て
、
一

段
と
存
在
感
が
高
ま
っ
た
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
運
営
者
と
し
て
の
顔
が
挙
げ

ら
れ
る
。
将
来
デ
ジ
タ
ル
資
料
は
よ
り
重

要
と
な
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
資
料
の
自
動

テ
キ
ス
ト
化
に
よ
り
、
検
索
機
能
の
大
き

な
向
上
が
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
人
工

知
能
に
膨
大
な
Ｎ
Ｄ
Ｌ
資
料
を
学
習
さ
せ

る
こ
と
で
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
や
調
査
の
効

率
化
が
期
待
で
き
る
。
そ
の
上
、
埋
も
れ

て
い
た
資
料
の
新
た
な
価
値
を
発
見
し
た

り
、
分
野
に
よ
っ
て
は
予
測
分
析
を
行
っ

た
り
す
る
こ
と
ま
で
も
可
能
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
一
方
、
図
書
館
員
は
Ａ
Ｉ
の

限
界
を
理
解
し
た
上
で
、
自
ら
の
専
門
性

と
想
像
力
に
よ
り
、
Ａ
Ｉ
に
提
示
さ
れ
た

回
答
を
批
判
的
に
分
析
す
る
力
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
デ
ジ
タ
ル
資
料
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
新
し
い
情
報
提
供
環
境
を

率
先
し
て
構
築
す
る
存
在
で
あ
り
続
け
た

い
。

（
関
西
館 

電
子
図
書
館
課　

上
野 
麿
里
奈
）

　

豪
雨
・
台
風
・
地
震
と
、
日
本
各
地
で

災
害
が
絶
え
な
か
っ
た
今
夏
。
故
郷
の
文

化
機
関
が
洪
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
多
数

の
文
化
財
や
研
究
資
料
が
散
逸
・
汚
損
し

た
と
聞
い
た
と
き
、
図
書
館
に
と
っ
て
、

日
本
の
出
版
物
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

構
築
は
急
務
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
超
高
齢
化
、
経

済
縮
小
と
い
っ
た
リ
ス
ク
が
迫
る
と
さ
れ

て
い
る
未
来
の
日
本
に
お
い
て
、
か
け
が

え
の
な
い
文
化
の
産
物
が
消
え
ゆ
く
危
険

性
は
高
ま
っ
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

当
館
は
こ
の
課
題
に
解
決
策
を
提
示
す
る

存
在
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
通
じ
て
、
今

よ
り
も
っ
と
多
く
の
方
に
情
報
と
知
識
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
保
障
し
て
い
る
こ
と
。
そ

の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
土
壌
と
し

て
、
豊
か
な
伝
統
が
継
承
さ
れ
、
新
た
な

文
化
が
育
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
が
、

私
の
望
む
当
館
の
未
来
で
す
。

（
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部

サ
ー
ビ
ス
企
画
課　

宇
都
宮 

美
咲
）

70 年目の新人、
明日を語り、未来を読む



　

１
０
０
年
後
の
日
本
や
世
界
、
そ
し
て

図
書
館
は
、
ど
れ
ほ
ど
大
き
く
様
変
わ
り

し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。知
識
は
累
積
し
、

「
現
代
」
を
飛
び
交
う
情
報
も
さ
ら
に
膨

れ
上
が
る
は
ず
で
す
。

　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
、
制
度
に
基
づ
く
網
羅
的
な

収
集
と
恒
久
的
な
保
存
に
よ
り
、
知
識
・

情
報
の
森
＝
蔵
書
を
形
成
す
る
こ
と
を
使

命
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
か
に
知

識
・
情
報
を
蓄
積
し
て
も
、
後
世
の
利
用

者
が
必
要
と
す
る
も
の
を
発
見
で
き
な
け

れ
ば
、
そ
れ
ら
は
瞬
く
間
に
埋
も
れ
、
忘

れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、膨
大
な
蔵
書
の
「
目
録
」

は
廃
れ
る
こ
と
な
く
、
寧
ろ
そ
の
重
要
性

を
増
す
と
私
は
考
え
ま
す
。
日
々
新
た
な

概
念
を
吸
収
し
育
つ
知
識
の
森
の
中
で
、

誰
も
が
迷
子
に
な
ら
ず
に
探
索
で
き
、
求

め
て
い
た
一
冊
に
、
時
に
は
偶
然
の
出
会

い
に
よ
る
一
冊
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き

る
。こ
う
し
た
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の「
当
た
り
前
」が
、

１
０
０
年
後
も
変
わ
ら
ず
あ
り
続
け
る
こ

と
。
そ
れ
が
、
私
の
思
い
描
く
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の

未
来
で
す
。

（
収
集
書
誌
部 

国
内
資
料
課　

髙
橋 

玲
奈
）

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
立
図
書
館
長
に
も

な
っ
た
作
家
Ｊ
．
Ｌ
．
ボ
ル
ヘ
ス
が
、

１
９
４
１
年
に
短
編
『
バ
ベ
ル
の
図
書

館
』
で
無
限
の
蔵
書
を
有
す
る
図
書
館
の

構
想
を
世
に
問
う
て
か
ら
、
今
年
で
77
年

に
な
る
。
そ
の
後
を
追
っ
て
開
館
し
、
70

周
年
を
迎
え
た
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書

数
は
、
未
だ
４
千
万
程
度
に
す
ぎ
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
描
い
た
、
一
冊

の
本
を
探
し
当
て
る
た
め
一
生
を
費
や
す

未
来
の
司
書
の
姿
は
ま
る
で
他
人
事
と
は

思
え
な
い
。
数
だ
け
で
な
く
種
類
も
拡
大

し
続
け
る
資
料
の
「
宇
宙
」
を
さ
ま
よ
う

利
用
者
と
職
員
の
徒
労
感
は
、
今
後
い
や

増
す
ば
か
り
で
あ
ろ
う
。
バ
ベ
ル
の
図
書

館
で
は
「
途
方
も
な
い
希
望
」
と
「
度
の

過
ぎ
た
落
胆
」
は
抱
き
合
わ
せ
で
あ
っ
た

が
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ア
ク
セ
ス
」
を

達
成
し
た
未
来
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
、
蔵
書
数
が

１
億
で
あ
ろ
う
と
10
億
で
あ
ろ
う
と
、「
求

め
る
情
報
が
必
ず
あ
る
」
と
い
う
希
望
の

み
を
も
た
ら
す
、
ボ
ル
ヘ
ス
の
予
想
を
裏

切
る
無
限
の
図
書
館
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

（
国
際
子
ど
も
図
書
館 

資
料
情
報
課　

久
保 

智
史)

　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
開
館
70
周
年
標
語
「
過
去
を
読

み
、
未
来
を
読
む
。」
を
踏
ま
え
、
先
人

の
思
索
を
顧
み
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　

当
館
の
初
代
副
館
長
中
井
正
一
は
「
実

体
概
念
か
ら
機
能
概
念
へ
」
と
い
う
言

葉
で
図
書
館
の
未
来
像
を
描
い
た
（「
集

団
文
化
と
読
書
」『
読
書
人
』 (

通
号 

５) 

１
９
５
１
年
８
月 

等
）。
建
物
や
蔵
書
と

い
っ
た
「
実
体
」
で
は
な
く
、
本
を
読
む

と
い
う
「
機
能
」
を
果
た
す
こ
と
を
も
っ

て
図
書
館
を
捉
え
る
と
い
う
思
想
で
あ

る
。

　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
黎
明
期
に
語
ら
れ
た
こ
の
理
念

は
、
現
代
に
あ
っ
て
当
館
の
未
来
を
考
え

る
際
に
有
益
な
示
唆
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
。
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
物
理

的
な
制
約
を
離
れ
て
情
報
の
享
受
と
い

う
「
機
能
」
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
点
で
、

中
井
の
構
想
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
ら

れ
る
。
地
理
的
条
件
等
を
超
え
て
全
て
の

国
民
に
情
報
資
源
を
提
供
す
る
と
い
う
国

立
図
書
館
の
使
命
を
果
た
す
上
で
、「
機

能
」
の
実
現
と
い
う
指
針
の
ア
ク
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
は
今
後
更
に
増
す
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

（
調
査
及
び
立
法
考
査
局 

国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課　

辻 

晃あ
き
ひ
と士
）



　

国
政
課
題
に
関
す
る
調
査
や
国
会
議
員

へ
の
情
報
提
供
、
国
会
会
議
録
や
法
令
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
・
提
供
に
留
ま
ら

ず
、
も
っ
と
国
立
「
国
会
」
図
書
館
と
し

て
で
き
る
こ
と
が
何
か
あ
る
よ
う
な
気
が

し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
見

学
コ
ー
ス
の
一
つ
と
し
て
、
主
に
18
歳
未

満
を
対
象
に
、
国
会
の
立
法
活
動
に
つ
い

て
も
学
び
、
関
心
を
持
て
る
よ
う
な
コ
ー

ス
を
用
意
し
て
、
主
権
者
教
育
の
面
か
ら

国
会
の
活
動
を
補
佐
す
る
と
い
う
の
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
自
分
が
担
当
す
る
こ
と
も

あ
る
書
庫
の
見
学
で
は
、
多
様
な
資
料
が

ず
ら
り
と
並
ん
だ
光
景
が
、
日
本
で
唯
一

の
納
本
図
書
館
と
し
て
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
を
多
く

の
見
学
者
に
印
象
付
け
て
い
ま
す
。
同
じ

よ
う
に
議
会
図
書
館
と
し
て
も
、
国
民
の

興
味
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
の
追
究
に
力
添

え
で
き
る
存
在
と
し
て
、
幅
広
い
層
の

人
々
か
ら
認
識
さ
れ
、
頼
り
に
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

（
総
務
部 

総
務
課　

根ね
ご
ろ来 

南
）

　

２
０
Ｘ
Ｘ
年
の
著
作
権
法
改
正
で
、
Ｎ

Ｄ
Ｌ
の
所
蔵
デ
ー
タ
の
公
開
は
よ
り
盛
ん

に
な
っ
た
。
デ
ー
タ
は
Ａ
Ｉ
の
学
習
に
利

用
さ
れ
、
図
書
館
資
料
に
対
す
る
能
力
は

劇
的
に
向
上
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
能
力
の
向
上
し

た
Ａ
Ｉ
を
業
務
に
利
用
、
さ
ら
に
公
開

デ
ー
タ
が
充
実
す
る
、
と
い
う
サ
イ
ク
ル

が
回
っ
て
い
る
。
今
で
は
、
全
て
の
資
料

が
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
光
学
文
字
認
識
で
テ
キ

ス
ト
化
さ
れ
、
さ
ら
に
自
然
言
語
処
理
と

の
組
み
合
わ
せ
で
、「『
○
○
○
（
書
名
）』

の
あ
の
シ
ー
ン
を
読
み
た
い
」
と
か
「
～

の
数
の
変
遷
が
わ
か
る
統
計
は
？
」
等
の

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
は
、
Ａ
Ｉ
が
一
瞬
で
対

応
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
～
に
つ
い
て

学
び
た
い
」
等
の
個
々
の
利
用
者
に
合
わ

せ
た
回
答
が
要
求
さ
れ
た
り
、
複
雑
で
根

拠
が
重
要
視
さ
れ
た
り
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
は
ま
だ
Ａ
Ｉ
は
不
得
意
な
よ
う
で
、
Ａ

Ｉ
を
駆
使
し
つ
つ
、
今
日
も
Ｎ
Ｄ
Ｌ
職
員

は
働
い
て
い
る
。

（
電
子
情
報
部 

シ
ス
テ
ム
基
盤
課

　

野の

で手 

智
仁
）

　

現
在
、
本
は
紙
で
製
本
さ
れ
た
も
の
が

ま
だ
ま
だ
主
流
で
あ
り
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
書
庫

も
紙
の
本
を
保
存
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置

い
て
設
計
・
管
理
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

近
年
は
紙
媒
体
に
加
え
て
、
電
子
書
籍
も

普
及
し
て
き
た
。
電
子
媒
体
で
の
出
版
は

急
速
に
増
加
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の

物
理
的
な
保
存
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
例
え
ば
、
記
録
媒
体
は
発
展
が

著
し
く
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
は
小
型
化
・
高

速
化
の
進
化
が
止
ま
ら
な
い
。
最
近
で
は

耐
久
性
も
考
慮
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
に
デ
ー
タ

を
刻
み
込
む
こ
と
で
長
期
保
存
す
る
技
術

が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
書
庫
に
ガ
ラ
ス
が

並
ぶ
、
ク
リ
ス
タ
ル
の
洞
窟
の
よ
う
な
光

景
が
見
ら
れ
る
未
来
も
近
い
か
も
し
れ
な

い
。た
だ
、電
子
媒
体
が
メ
ジ
ャ
ー
に
な
っ

た
と
し
て
も
紙
の
本
が
絶
え
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
記
録
媒
体
に
対
応
し
て
書
庫

も
変
わ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
紙

と
電
子
媒
体
の
ど
ち
ら
も
大
切
に
で
き
る

図
書
館
で
あ
り
た
い
。

（
総
務
部 

管
理
課　

福
岡 

雅
史
）
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Ｑ
「
何
を
す
る
係
で
す
か
？
」

　

Ａ
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
と
電
子
版
博
士
論
文
を
収
集
し

て
い
ま
す
」

　

初
対
面
の
方
か
ら
よ
く
あ
る
質
問
で
す
。
簡
潔
に
答
え

る
と
こ
の
よ
う
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
う
す
る
と
「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
料
っ
て
何
で
す
か
？
」と
い
う
話
に
な
り
ま
す
。

簡
単
に
い
う
と
、
民
間
の
団
体
や
個
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
無
償
で
公
開
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
な
ど
の
資
料
の
こ
と

で
、
そ
れ
を
収
集
す
る
の
が
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
収
集
制

度
」
で
す
。（
当
館
Ｈ
Ｐ
に
則
り
正
確
に
い
う
と
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
料
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
出
版
（
公
開
）
さ
れ
る
電

子
情
報
で
、
図
書
ま
た
は
逐
次
刊
行
物
に
相
当
す
る
も
の
」
で

あ
り
、
当
館
は
「
平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら
、」「
私
人
が
出
版

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
を
収
集
・
保
存
し
て
い
ま
す
」）

　

当
係
は
こ
の
制
度
に
基
づ
き
、
納
入
申
出
の
受
理
、
書

誌
デ
ー
タ
の
作
成
、
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
登
録

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
た
ま
に
混
同
さ
れ

る「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保
存
事
業（
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
）」

は
隣
の
係
が
担
当
で
、
主
に
公
的
機
関
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
サ
イ
ト
ま
る
ご
と
収
集
す
る
も
の
で
す
。

　

学
会
誌
や
報
告
書
か
ら
会
社
案
内
、
論
説
、
詩
集
ま
で
、

資
料
の
内
容
は
極
め
て
多
彩
。
そ
れ
だ
け
に
効
用
も
様
々

で
、
夕
方
に
飲
食
系
企
業
の
資
料
を
見
る
と
実
に
空
腹
が

刺
激
さ
れ
ま
す
。
と
ま
あ
こ
れ
は
正
し
い
使
い
方
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、「
こ
ん
な
も
の
も
あ
る
」
と
い
う
点
は
紙

の
本
に
も
負
け
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

当
係
の
も
う
一
つ
の
業
務
は
電
子
版
博
士
論
文
の
収
集

で
す
。
当
館
は
紙
媒
体
の
博
士
論
文
を
長
ら
く
収
集
し
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
公
開
が
原
則
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
電
子
版

で
も
収
集
を
開
始
し
ま
し
た
。他
課
と
も
協
力
し
な
が
ら
、

デ
ー
タ
の
受
領
、
大
学
へ
の
問
合
せ
、
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
の
公
開
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
館
に
は
数
々
の
大
学
の
、
種
々
の
分
野
の
博
士
論
文

が
集
約
さ
れ
て
お
り
、
知
人
の
博
士
論
文
を
見
つ
け
て
謝

辞
を
読
む
と
い
う
高
度
な
遊
び
も
で
き
る
わ
け
で
す
。
と

ま
あ
こ
れ
も
正
し
い
使
い
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
術

研
究
成
果
の
公
開
・
利
用
を
促
進
す
る
と
い
う
役
割
は
大

き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

近
年
、
電
子
図
書
館
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
刻
々
と

変
化
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る

状
況
を
考
え
る
と
、
少
し
ず
つ
し
か
歩
み
が
な
い
よ
う
に

思
え
る
当
係
の
仕
事
も
、
重
要
な
積
み
重
ね
だ
と
感
じ
ま

す
。
そ
ん
な
気
持
ち
を
噛
み
し
め
つ
つ
、
目
薬
を
片
手
に

パ
ソ
コ
ン
と
向
か
い
合
う
日
々
で
す
。

（
電
子
図
書
館
課
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
収
集
係　

ド
ラ
イ
ア
イ
）

紙だけじゃないんです
配属当初、書誌事項について自分用にまとめなおしたもの。たく
さん項目があります。
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今
や
外
国
人
観
光
客
も
多
く
訪
れ
る
小
江

戸
川
越
。
古
く
か
ら
の
街
並
み
に
そ
び
え
る

時
の
鐘
は
街
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
。
現
在

の
時
の
鐘
は
明
治
期
に
再
建
さ
れ
た
も
の

で
、
災
害
や
戦
禍
も
免
れ
、
当
時
の
姿
を
留

め
て
い
る
。

　

本
書
は
、
過
去
何
度
か
行
わ
れ
た
保
存
活

動
の
う
ち
、
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
１
月

に
終
了
し
た
耐
震
化
工
事
の
報
告
書
で
あ
る
。

　

時
の
鐘
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
創
建
さ
れ

て
以
来
、
度
重
な
る
大
火
に
よ
り
焼
失
と
再

建
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
現
在
の
建
物
は
明

治
26
（
１
８
９
３
）
年
の
川
越
大
火
で
前

身
の
建
物
が
焼
失
し
た
た
め
、
翌
明
治
27

（
１
８
９
４
）
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
再
建
に
あ
た
っ
て
は
、
川
越
の
有
力
者

が
資
金
を
出
し
合
い
、
上
棟
に
は
川
越
中
の

鳶
頭
が
参
加
し
た
と
い
わ
れ
る
。
造
営
後
、

複
数
回
に
わ
た
っ
て
修
理
や
整
備
が
繰
り
返

さ
れ
、
昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
に
は
川
越

市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
近
年
、
各
所
に
腐
朽
・
破
損
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
東
日
本
大
震
災
を
経

て
耐
震
安
全
性
の
観
点
か
ら
も
、
修
理
と
耐

震
化
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
特
に
、
最
上
階
に
は
約
７
０
０
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
鐘
が
吊
る
さ
れ
て
お
り
、
も
し
倒
壊

し
た
場
合
は
、
近
隣
住
民
へ
の
被
害
は
甚
大

で
あ
る
。

　

今
回
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
工
事
は
、

そ
う
し
た
背
景
か
ら
平
成
27
（
２
０
１
５
）

年
６
月
か
ら
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
１
月

に
か
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
再
建
時

の
明
治
27
（
１
８
９
４
）
年
を
復
原
年
代
と

し
て
想
定
し
、
そ
れ
以
降
に
改
変
さ
れ
た
部

分
は
、
原
則
と
し
て
再
建
時
の
形
式
に
復
し

た
と
い
う
。

　

工
事
に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
た
調
査
で
は
、
２

階
か
ら
４
階
に
か
け
て
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
っ
て

床
板
を
支
え
る
梁
に
激
し
い
腐
朽
が
進
行
し

て
お
り
、
陥
没
し
て
い
る
箇
所
も
見
つ
か
っ

た
。
庇
屋
根
に
は
鳥
の
糞
が
た
ま
り
、
主
柱

の
下
部
も
腐
朽
が
進
行
し
て
い
た
。
昭
和
35

（
１
９
６
０
）
年
の
修
理
の
際
に
使
わ
れ
た
中

古
の
交
換
材
に
も
激
し
い
腐
朽
が
見
ら
れ
、
危

険
な
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。
今
回
の
工
事
で

は
、
そ
う
し
た
部
分
の
修
理
を
行
い
、
併
せ
て
、

文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
保
ち
な
が
ら
耐
震
性

を
高
め
る
処
置
が
施
さ
れ
た
。

　

本
書
に
は
、
工
事
の
詳
細
が
多
数
の
図
版

や
古
写
真
と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
将

来
改
め
て
補
修
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
参
考
資
料
と
し
て
ぜ
ひ
と
も
必
要
に
な

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
過
去
の
写
真
資

料
は
、
建
物
外
観
の
変
遷
や
、
破
損
の
進
捗

状
況
が
よ
く
わ
か
り
、
今
回
の
復
原
作
業
に

あ
た
っ
て
も
資
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
報
告
書
は
、
一
般

の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
も
の
で

あ
る
が
、
文
化
財
そ
の
も
の
と
と
も
に
、
後

世
ま
で
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
い
く
べ
き
も
の

で
あ
る
。

　

時
の
鐘
は
、
昭
和
50
（
１
９
７
５
）
年
に

自
動
鐘
撞
き
機
が
設
置
さ
れ
、
現
在
も
時
を

告
げ
る
鐘
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
時
の
鐘

が
、
今
後
も
川
越
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
永
く

保
存
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

（
伊
東 

祐
介
）

川越市指定有形文化財
時の鐘耐震化工事報告書 
文化財工学研究所 編
川越市教育委員会文化財保護課
2018.3　223p 　30cm
<請求記号　KA382-L35>
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N D L  T o p i c s
平
成
30
年
度
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

「
震
災
の
記
録
を
伝
え
る
～
自
然
災
害
と
防
災
教
育
」

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
と

の
共
催
に
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
第
1
部
で
は
、
大
阪
府
北
部
の
地
震
、
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
の
被
災
状
況
を
紹
介
し
な
が
ら
震
災
記
録
の

収
集
等
に
お
け
る
初
動
対
応
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
第
2
部

で
は
、
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
と
防
災
学
習
に
焦
点
を
当
て
、
利
用

す
る
側
と
提
供
す
る
側
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
事
例
報
告

を
行
い
ま
す
。
第
3
部
で
は
、
震
災
の
記
録
を
伝
え
る
こ
と
、

防
災
学
習
等
に
活
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
課
題
に
つ
い
て
議

論
し
ま
す
。

○
日
時　

　

平
成
31
年
1
月
11
日
（
金
）
13
時
～
16
時
30
分

○
会
場　

　

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
多
目
的
ホ
ー
ル

　
（
仙
台
市
青
葉
区
荒
巻
字
青
葉
４
６
８
‐
１

　
　

仙
台
市
営
地
下
鉄
青
葉
山
駅
下
車　

南
出
口
徒
歩
5
分
）

〇
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
登
壇
者

【
第
1
部
】
緊
急
報
告

　

林
勲
男
氏
（
国
立
民
族
学
博
物
館
学
術
資
源
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　

教
授
）

　

柴
山
明
寛
氏
（
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
准
教
授
）

【
第
2
部
】
事
例
報
告

　

佐
々
木
克
敬
氏
（
宮
城
県
多
賀
城
高
等
学
校
校
長
）

　

多
賀
聡
氏
（
岩
手
県
復
興
局
復
興
推
進
課
推
進
協
働
担
当
課
長
）

　

伊
東
敦
子
（
国
立
国
会
図
書
館
電
子
情
報
部
主
任
司
書
）

【
第
3
部
】
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

 

報
告
者
全
員

○
申
込
方
法

　
「
み
ち
の
く
震
録
伝
」

　
（http://shinrokuden.irides.tohoku.ac.jp

）
掲
載
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
案
内
か
ら
リ
ン
ク
し
て
い
る
「
参
加
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
」

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
（
２
０
０
名
）
に
達
し
た
時

点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先　
　

　

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所 

情
報
管
理
・
社
会
連
携
部
門　
　

災
害
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
分
野

　

電
話　

０
２
２
（
７
５
２
）
２
０
９
９

　

電
子
メ
ー
ル　

archiveforum
@

irides.tohoku.ac.jp

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
み
ち
の
く
震
録
伝
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
　
８
１
３
号
　

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
社
外
取
締
役
設
置

　
　

の
意
義

　

リ
ニ
ア
新
幹
線
の
整
備
促
進
の
課
題
―
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
抱

　
　

え
る
開
業
遅
延
リ
ス
ク
―

　

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
課
題
と
展
望

　

１
９
９
９
年
の
ス
イ
ス
連
邦
憲
法
の
制
定
―
「
改
訂
」
さ
れ

　
　

た
憲
法
の
内
容
―

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

お
も
な
人
事

〈
異
動
〉
※(　

)

内
は
前
職

平
成
30
年
10
月
１
日
付
け

総
務
部
副
部
長
（
司
書
監　

総
務
部
付
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協

力
課
長
兼
務
）	

	
	

　
　

川
鍋　

道
子

A4 90頁 月刊 1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

＃10　国際子ども図書館夜のアーチ棟
　　　　  photo by Kenzi
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憲政資料室の新規公開資料から 11 4-11

カード目録に別れを告げるころ 1 22

企画展示「挿絵の世界」余話 2 15

次世代室の謎に迫れ！ 3 20

ある日の連絡自動車便 4 20

システム担当の苦労 5 11

ハイブリッド？ 6 16

モニター越しにみる古典籍：デジタル化あれこれ 7/8 12

ロマンを伝えるために 9/10 26

「国会レファレンスの窓口はこちら！」 11 26

紙だけじゃないんです 12 29

アラブ・イスラム世界の現代戯曲：紛争地域から生まれた演劇　5� （針谷 晃平） 1 26

日本のスズメの歴史：The history of the tree sparrow in Japan� （青木 虎徹） 2 30

大熊町震災記録誌：福島第一原発、立地町から。� （牛尾 響） 3 26

アジアの子どもたちの絵日記集：A collection of Asian children's enikki
三菱アジア子ども絵日記フェスタ2015-2016� （戸鹿野 陽子）

4 21

幕末・明治・大正期の医療：塩谷の地から「醫」をさぐる� （吉井 伶奈） 5 26

醤油手帖：基礎知識編　第3版� （田村 なつみ） 6 23

時計屋さんの昭和日記：一青年のみた戦中戦後の横浜� （古野 朋子） 7/8 26

土木と文明：土木学会創立100周年記念式典特別展示� （千田 和明） 9/10 27

映画に魅せられた文豪・文士たち：知られざる珠玉のシネマガイド
練馬区石神井公園ふるさと文化館特別展� （赤穗 知郁）

11 27

川越市指定有形文化財　時の鐘耐震化工事報告書� （伊東 祐介） 12 30

(1) 変体仮名、よんでみようかな� （藤田 壮介） 1 12-15

(2) 歌に隠れた魚の名前� （藤田 壮介） 2 16-20

(3) カルタで覚える　かなと教訓� （藤田 壮介） 3 14-19

(4) 江戸時代の百人一首解説書� （藤田 壮介） 4 22-27

(5) 描かれた徒然草� （藤田 壮介） 5 14-19

(6) 行こう！　墨の国！� （藤田 壮介） 6 17-22

(7) お手紙は変体仮名で� （藤田 壮介） 7/8 20-25

(8) （終） 活字にもなった変体仮名� （藤田 壮介） 9/10 14-19

資料の世界の歩き方
変体仮名でめぐる資料あれこれ

館内スコープ

本屋にない本

凡例

記事タイトル 掲載号（月） 掲載ページ数

(1) チョーサー著作集� 3 13

(2) 張交帖� 4 28

(3) おほかみ� 5 27

(4) The birds of America� 6 26

(5) 愛のファンタジー� 7/8 27

開館 70 周年記念展示　本の玉手箱

―国立国会図書館 70 年の歴史と
蔵書―から
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国立国会図書館にない本　明治前期の手紙作法の本� （鈴木 宏宗） 1 6-11

NDLとOPAC　1989-2017� 1 16-21

数字で見る国立国会図書館 ： 『国立国会図書館年報 平成28年度』から 1 23-25

挿絵の夜明け：平成29年度企画展示「挿絵の世界」から� （西尾 初紀） 2 4-14

第83回IFLA年次大会� 2 21-26

おーるあばうと　レファレンス協同データベース 3 4-12

デジタルライブラリーカフェ　営業中 3 21-25

古くてあたらしい国立国会図書館の支部図書館 4 4-19

　支部林野庁図書館の新たな取り組み：図書資料等をツールとした普及啓発の実践及
　び国立国会図書館との連携効果� （支部林野庁図書館 館長 板垣 靖）

4 8-13

　支部図書館制度草創期のころ：図書館の「機能」のための総合目録� （吉間 仁子） 4 14-19

国立国会図書館はじめの一歩 5 4-10

NDL-Bib　書誌データをダウンロードするサービス 5 12-13

「満鉄本」の話� （吉原 努） 5 20-25

写真で振り返る　国立国会図書館の70年 6 4-15

講演会　子どもの本よ、世界へ届け！：ミュンヘン国際児童図書館の目指すもの 6 24-25

第53回貴重書等指定委員会報告　新たな貴重書のご紹介 7/8 4-11

開館70周年記念展示　本の玉手箱―国立国会図書館70年の歴史と蔵書―� 9/10 5-13

国立国会図書館のレファレンスサービス70年：二つのトピック� （渡辺 由利子） 9/10 20-25

憲政資料室の新規公開資料から� 11 4-11

納本制度をご存知ですか？：国際シンポジウム「納本制度の過去・現在・未来」報告 11 12-13

全国書誌の70年：「もの」から「サービス」へ� (横山 幸雄) 11 14-20

70年目の一日� 12 4-14

未来を読めたかな？ 12 15-28

(第17回) 戯作者が見た江戸後期の相撲　立川焉馬の著した相撲関係資料� （川本 勉） 7/8 13-19

(第11回) 変わりゆく全国書誌データ提供：使えるデータであるために� （篠田 麻美） 2 27-29

(第12回) 新しい『日本目録規則』（NCR2018年版）の特徴� （小林 久美子） 11 21-25

海を渡った錦絵カレンダー：川俣絹布整練株式会社明治四十三年カレンダー�
� （藤田 千紘）

1 3-5

文部省刊行『百科全書　体操及戸外遊戯』：明治12年のカーリング� （旗手 優） 2 1-3

『本朝書籍目録』：書き継がれてきた日本の図書目録� （浜田 久美子） 3 1-3

単身赴任は致しかねます……：青山延于夫妻の江戸暮らし� （大沼 宜規） 4 1-3

敦煌文献：シルクロードのタイムカプセル� （福林 靖博） 5 1-3

アフリカに消えた宣教師を探せ！　新聞記者の冒険� （宇野 亮一） 6 1-3

『梨園之秋』と『芦のそよぎ』：鳥熊芝居の資料二点� （伊藤 りさ） 7/8 1-3

「兵要地誌図」にみる中島敦がいた時代のパラオ� （冨田 穰治） 9/10 1-4

『愛ちやんの夢物語』：翻訳者の工夫あれこれ� （中島 幸子） 11 1-3

てのひらサイズの『源氏物語』：江戸時代の知育玩具� （沢﨑 京子） 12 1-3

一般記事

今月の一冊

What’s 書誌調整 ふたたび

本の森を歩く

年間索引
国立国会図書館月報
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70年目の一日

未来を読めたかな？
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